
【原子力ワンポイント】広く利用されている放射線(150) 

「等価線量と実効線量の混同」そして繰り返される 100mSv 問題（その 10） 

 

前回のコラムで、「福島第一原子力発電所事故後の 2011年 10月 27日、食品安全委員会は、評価書『食品

中に含まれる放射性物質の食品健康影響評価』」をとりまとめ、厚生労働大臣に通知した。その中で『生涯

線量 100 ミリシーベルト（mSv）』という言葉が使われていた」と紹介しました。今回は、その内容につい

て詳しく調べてみましょう。 

 

ゆりちゃん：評価書には『生涯線量 100mSv』がどのように書かれているのか？もう少し詳しく教えて下さい。 

タクさん：食品安全委員会は、評価書「要約」で、「放射線による影響が見いだされているのは、通常の一般

生活において受ける放射線量を除いた生涯における累積の『実効線量i』として、おおよそ 100mSv 以上と

判断した。低線量の放射線による健康影響を『疫学調査』で検証し得ていない可能性を否定することもで

きず、追加の累積線量として 100mSv未満の健康影響について言及することは、現在得られている知見から

は（判断が）困難であった』と総括しています。 

 

ゆりちゃん：この 100mSvという数値には、「外部被ばくと内部被ばく」の両方が、含まれているの？ 

タクさん：実は、上記の要約で、「生涯における累積の『実効線量』」という文言（もんごん）を見た時には、

一瞬、「外部被ばくと内部被ばくの両方を合わせた線量」と考えました。ところが、「食品安全委員会委員

長（以下『委員長』という）の談話ii」を見ると、「今回の評価は、食品安全委員会が、国の健康影響評価

機関として、『内部と外部とを合計して生涯 100mSv でリスクがある』と評価したわけではなく、外部被ば

くなどの食品以外からの被ばくについては、しかるべき機関において適切な措置を講ずべきものと考えて

いる」と所見が書かれていました。この談話を見る限り、「今回の『生涯 100mSv』という数値には、外部被

ばくは含まれておらず、内部被ばくだけを対象」にしていることが伺えます。しかし、福島の一部の地域

では、今も、大地に沈着した長い半減期iiiを持つ放射性セシウムから「外部被ばく」を受けています。この

ような状況において、「外部被ばくの影響を含めなくてもいいのだろうか？」と思わずにはいられませんで

した 

 

ゆりちゃん：「生涯線量 100mSv」という数値はどのようにして決められたの？  

タクさん：委員長は談話の中で、「放射性物質の専門家を含めた『放射性物質の食品健康影響に関するワーキ

ンググループ（以下“WG”という）』を設置し、国内外の放射線影響に関する多くの文献に当たりながら、

9 回の WG を重ねて評価書をとりまとめた」と説明しました。表 1を見て下さい。食品安全委員会が参考に

したという主な論文の内容を集約・整理してみました。内部被ばくだけでなく、外部被ばくの論文も含ま

れています。そして、「食品分野のリスク分析の考え方ivに基づき、広島・長崎の被ばくデータを援用し、

『生涯における追加の累積線量としておおよそ 100mSv 以上』を食品に関する健康影響評価（の目安）とし

て結論づけることが適当であるとの判断を行った」ものであると解説していました。これに対して、興味

深いことに、津金昌一郎（国立がん研究センター）WG専門委員から、「広島・長崎のデータが用いられてい

                                                      
i 放射線被ばくによる個人の確率的影響（がん、遺伝的影響）のリスクの程度を表す線量概念であり、実効

線量を用いれば、内部被ばくの影響と外部被ばくの影響を同等に、扱うことができる。 
ii https://www.fsc.go.jp/sonota/emerg/fsc_incho_message_radiorisk.pdf 
iii ある放射性物質が、放射性崩壊によってその内の半分が別の核種に変化するまでにかかる時間 
iv 食品中に含まれるハザード（危害要因）を摂取することによって、どのくらいの確率でどの程度の健康へ

の悪影響が起きるかを科学的に評価すること。 



るが、これは累積被ばくではなくて、瞬間被ばくによると考えるべきで、生涯累積線量とする理由にはな

らない」と疑問が投げかけられていました。どうも釈然としないですね。 

ゆりちゃん：でも、「生涯線量 100mSv」という言葉は、今も、生きているわけですよね？ 

タクさん：その通りです。話は少し横道にそれますが図１を見て下さい。内部被ばくの場合には、外被ばく

と違って、放射性物質を 1 回摂取しただけでもその人の体内に長く残留するため、一生にわたって被ばく

を及ぼすのが特徴です。この一生分の線量を「預託実効線量」と呼びます。大人では 50年間、子供では 70

歳になるまでの積算線量として計算されます。しかし、実際には、すべての線量を最初の 1 年間で被ばく

したものとみなして「年間線量（mSv/年）」に換算し、この値が「線量限度（1mSv/年）」を超えないように

管理することで公衆の最適な「放射線防護」がなされています。このように、「内部被ばく」の場合には、

「生涯線量」と「年間線量」という用語が混在して使われる可能性があるため、人によって解釈が異なり、

混乱をきたすケースがあるかもわかりません。これは私個人の所感ですが、低線量の放射線影響について

情報交換する機会があり、「おおよそ 100mSv 以下の放射線影響」について意見を述べる時には、累積で考

えるべきなので、どうぞ一言、「被ばく期間には関係しないけれど！」と断ってほしいですね。 （原産協

会・人材育成部） 

 

 



 


